
１
．
立
体
交
差
化
を
実
施
す
べ
き
踏
切
道

踏
切

道
鉄

道
道

路

名
称

位
置

事
業
者
名

線
名

種
別

路
線
名

志
茂

東
京
都
福
生
市

東
日
本
旅
客
鉄
道
j
青
梅
線

一
般
都
道

瑞
穂
あ
き
る
野
八

王
子
線

野
田
線
第
1
5
5号

千
葉
県
野
田
市

東
武
鉄
道
j

野
田
線

市
道

3
1
2
4
6号
線

新
田

茨
城
県
取
手
市

東
日
本
旅
客
鉄
道
j
常
磐
線

〃
２
`
0
2
2
2号
線

田
彦
道

〃
ひ
た
ち
な
か

市
〃

〃
〃

田
彦
地
区
8
6号
線

保
谷
第
５
号

東
京
都
西
東
京
市

西
武
鉄
道
j

池
袋
線

一
般
都
道

前
沢
保
谷
線

２
．
構
造
の
改
良
を
実
施
す
べ
き
踏
切
道

踏
切

道
鉄

道
道

路

名
称

位
置

事
業
者
名

線
名

種
別

路
線
名

元
滝
沢

岩
手
県
盛
岡
市

Ｉ
Ｇ
Ｒ
い
わ
て
銀
河

鉄
道
j

い
わ
て
銀
河

鉄
道
線

市
道

谷
地
頭
線

新
寄
居

埼
玉
県
熊
谷
市

東
日
本
旅
客
鉄
道
j
高
崎
線

〃
4
0
9
2
3号
線

五
日
市
街
道

東
京
都
あ
き
る
野
市
〃

五
日
市
線

主
要
地
方
道
杉
並
あ
き
る
野
線

第
二
拾
弐

群
馬
県
藤
岡
市

〃
高
崎
線

市
道

1
0
6号
線

切
通
し

〃
安
中
市

〃
信
越
線

〃
安
6
7
0号
線

小
泉
（
太
）
線
第

1
4号

〃
太
田
市

東
武
鉄
道
j

小
泉
線

主
要
地
方
道
足
利
千
代
田
線

高
浜
道

茨
城
県
石
岡
市

東
日
本
旅
客
鉄
道
j
常
磐
線

市
道

Ａ
5
6
5
9号
線

小
島
街
道

栃
木
県
那
須
郡
那
須

町
〃

東
北
線

県
道

大
子
那
須
線

肴
町

長
野
県
飯
山
市

〃
飯
山
線

〃
飯
山
斑
尾
新
井
線

吉
岡
町

新
潟
県
新
潟
市

〃
信
越
線

市
道

田
家
新
栄
町
線

本
郷

富
山
県
富
山
市

西
日
本
旅
客
鉄
道
j
高
山
線

〃
田
島
安
田
線

戸
田
第
１
号

愛
知
県
名
古
屋
市

近
畿
日
本
鉄
道
j

名
古
屋
線

〃
戸
田
第
4
2号
線

上
津

京
都
府
木
津
川
市

西
日
本
旅
客
鉄
道
j
片
町
線

主
要
地
方
道
天
理
加
茂
木
津
線

西
前
畑

兵
庫
県
姫
路
市

〃
播
但
線

市
道

中
寺
広
瀬
線

紀
ノ
川
４
号

和
歌
山
県
和
歌
山
市
南
海
電
気
鉄
道
j

加
太
線

県
道

粉
河
加
太
線

長
沢

島
根
県
浜
田
市

西
日
本
旅
客
鉄
道
j
山
陰
線

市
道

長
沢
下
府
線

前
沼
一

岡
山
県
岡
山
市

〃
山
陽
線

〃
雄
町
関
線

高
須

広
島
県
広
島
市

〃
〃

〃
西
４
区
3
4号
線

蟹
原
第
２

〃
〃

〃
県
道

五
日
市
停
車
場
線

砂
走
第
３

〃
廿
日
市
市

〃
〃

市
道

引
法
川
１
号
線

仁
方
第
２

〃
呉
市

〃
呉
線

〃
仁
方
本
町
１
丁
目

１
号
線

吉
見
園

〃
広
島
市

広
島
電
鉄
j

宮
島
線

県
道

五
日
市
停
車
場
線

ハ
ラ
カ
イ

大
阪
府
大
阪
市

阪
急
電
鉄
j

京
都
線

市
道

淀
川
区
第

8
3
7号

線

淀
京
都
府
京
都
市

京
阪
電
気
鉄
道
j

京
阪
本
線

〃
淀
1
8
7号
線

池
上

〃
〃

〃
府
道

淀
停
車
場
線

平成™™年›月™日 金曜日 第œ™Ÿœ号官 報
〇
国
土
交
通
省
告
示
第
三
百
十
七
号

海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
第
十
九
条
の
四
十
九

第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
百
十
一
号
）
第
六
条
ノ
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

平
成
二
十
二
年
三
月
八
日
付
け
を
も
っ
て
次
の
よ
う
に
型
式
承
認
を
し
た
の
で
、
海
洋
汚
染
防
止
設
備
及
び
大
気
汚
染

防
止
検
査
対
象
設
備
型
式
承
認
規
則
（
昭
和
五
十
八
年
運
輸
省
令
第
四
十
一
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
示

す
る
。平

成
二
十
二
年
四
月
二
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

型
式
承
認

番
号

物
件
の
名
称

物
件
の
型
式

製
造
者
の
名
称

製
造
者
の
住
所

第
Ｍ
`
2
6
6号

ふ
ん
尿
等
浄
化
装

置
Ｓ
Ｂ
Ｈ
型

大
晃
機
械
工
業
株
式

会
社

山
口
県
熊
毛
郡
田
布
施
町
大
字

下
田
布
施
2
0
9番
地
の
１

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
三
百
十
八
号

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
百
六
十
号
）
第
十
三
条
第
二
項
及
び
第
三
項
（
同

令
附
則
第
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
六
年
国
土
交
通
省
告
示
第
七
百
七
十

二
号
（
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
施
行
令
の
規
定
に
基
づ
き
、
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
の
規
定
に
よ

る
支
払
金
の
支
払
期
間
、
据
置
期
間
及
び
利
率
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
四
月
二
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

附
則
第
三
項
の
表
中
「
一
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
」
を
「
一
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
は
、
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
が
平
成
二
十
二
年
三
月
十
日
以
降
に
締
結
し

た
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
十
二
条
第
四
項
（
大

都
市
地
域
に
お
け
る
住
宅
及
び
住
宅
地
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第

百
一
条
の
十
五
第
一
項
及
び
被
災
市
街
地
復
興
特
別
措
置
法
（
平
成
七
年
法
律
第
十
四
号
）
第
二
十
二
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
法
附
則
第
二
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
金
に
係
る
契
約（
以
下
単
に「
契

約
」
と
い
う
。）か
ら
適
用
し
、
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
が
同
日
前
に
締
結
し
た
契
約
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
三
百
十
九
号

踏
切
道
改
良
促
進
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
立
体
交
差
化
、
構

造
の
改
良
又
は
歩
行
者
等
立
体
横
断
施
設
の
整
備
を
実
施
す
べ
き
踏
切
道
と
し
て
、
平
成
二
十
二
年
三
月
十
九
日
付
け

を
も
っ
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
四
月
二
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司
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